
第４号様式（要綱第６条関係） 
 

2022年度 第５回 藤沢市立駒寄小学校 学校運営協議会会議録 
 

開催日時 2023年２月 22日（水）10時 30分～13時 

場 所   駒寄小学校 プレイルーム 

 

 

 

 

出

席

委

員 

矢内 健 （会長・湘南大庭市民センター センター長） 

河内 幸恵（副会長・駒寄小学校 校長） 

堀田 英二（駒寄小学校第 7代校長） 

瀬戸 友宣（R3年度学校評議委員 湘南大庭地区民生委員児童委員） 

芳賀 教子（R3年度学校評議委員 児童クラブちびっこクラブ長） 

鈴木 伸一（R3年度学校評議員 駒寄ランド委員） 

植田 誠子（おはようボランティア 駒寄地区社会体育振興協議会委員） 

伊澤 昭治（社会福祉法人 湘南杉の子福祉会 五反田保育園 園長） 

後藤 りか（青少年育成協力会委員） 

伊澤 美緒（保護者代表） 

君嶋 紀子（駒寄小学校 教頭） 

以上 11名出席 

 

 

次

第 

１.開会 

２.会長の挨拶 

３.議題 

（１）3学期の学校の様子について 校内参観（3年音楽会練習） 

（２）学校評価について 

（３）令和 5年度学校運営方針について 

（４）令和 5年度学校運営協議会委員、活動について  

４.給食試食 

５．閉会 

 

協

議 

内

容 

３．（２）について 
・河内副会長 

学校評価結果（児童・保護者・教職員）について説明 

・今年度から「どちらとも言えない」という選択肢を設けたが、どの項目も肯定的な評価が８～

９割に達していた。「授業がわかる」については、今後もきめ細やかに児童の実態把握に努め、

児童がわかる楽しさを感じられる授業を目指していく。「いじめについてクラスで考えること

ができている」については「仲良く過ごしている」が 96％であったことに甘んじることなく、

日頃からクラスや学校で話し合う機会を設け、今後さらにいじめ未然防止に努めていく。また

「学校は相談しやすい体制になっている」についての保護者の肯定的回答が 8割であったので、

相談体制についての周知といじめの未然防止についての取り組みを強化して家庭、地域への発

信にも努めていく。「挨拶をしている」は、「あまりあてはまらない」が他項目に比べて多く、

毎年課題だと感じる。 

 
・共通理解を図りながら学校経営、運営が行われている様子が伝わってきた。特に児童指導、

児童理解に力を入れて取り組んでいることがわかった。 

・保護者、地域への情報発信についても今後さらに改善するとよい。 

・挨拶については、これからも引き続き声をかけていく必要がある。地域としても声かけをし

ていきたい。 

（３）について 



 ・学校教育目標「自ら考え、判断し、行動できる子の育成」は 1年から 6 年まで学年に応じ

て取り組むことのできる目標だった。教職員は子ども達が学校に楽しく通えるように工夫

し、この教育目標に沿った、分かりやすい授業に努めていた。今後も職員同士の共通理解を

さらに深め、地域や保護者と連携した活動を推進した方がよい。 

 

（４）について 
・学校運営協議会が本部として学校と地域（地域の人材）をつなぐ仕組みができるとよい。 

・コミュニティスクールの初年度であり、手探りの部分も多かったかと思う。このコミュニテ

ィスクールの取り組みについても様々な場面で発信、共有していく必要がある。 

 
 

 

 


